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　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見できる
「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行田の
おいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500mlペットボト
ル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会館の入館
券（各2枚）をセットにして5人にプレゼントします。ク
イズに答えてあなたも行田ものしり博士になりましょう。

問１　石田三成軍が忍城を水攻めする際に築いたといわ
れる石田堤は、現在どのくらいの長さが残っているで
しょう？

　Ⓐ約50m　　Ⓑ約250m　　Ⓒ約500m

問２　忍城址敷地内に現在も残る遺構は何でしょう？
　Ⓐ本丸濠

ごう

　　Ⓑ本丸門　　Ⓒ本丸土塁

問３　男女共同参画推進センターの愛称は？
　ⒶVIVAぎょうだ　　ⒷBRAVOぎょうだ　　　
　ⒸCIAOぎょうだ

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を明記
し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田ものしり博
士クイズ10月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　10月30日（金）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当選者

の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。な
お、正解は市報ぎょうだ12月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

 「行田ものしり博士クイズ」8月号の正解
 【問１】Ⓒのぼうの城　【問２】Ⓒ林頼三郎 
 【問３】Ⓐ太陽光発電のガラス
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マイバッグで環境にやさしい買い物を

　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、
7月6日から12日の期間内の一日についてエコライフ
DAYを実施しました。エコライフDAYとは、省エネや省
資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシー
トで温室効果ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ラ
イフスタイルを見直すきっかけをつくる取り組みです。
　今回削減できた二酸化炭素の量は5,762,126gとなり
ました。これは2,443ℓのガソリンを燃焼させたときに
排出する二酸化炭素の量と同じです。

エコライフDAY2009夏 集計結果

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530

参　加　区　分 参加数
(人 )

二酸化炭素
削減量 (g)

一人あたりの
削減量 (g)

小学3年生
児童 560 113,692 203

家族、教職員 929 940,813 1,013

小学4～
6年生

児童 1,686 987,275 586

家族、教職員 2,709 2,722,637 1,005

中学2年生
生徒 519 273,215 526

家族、教職員 427 395,614 926

市役所 職員など 419 328,880 785

合　　計 7,249 5,762,126 795

　レジ袋の削減はごみの減量化と地球温暖化防止に
つながります。地球環境保全のため、買い物時はマ
イバッグをご利用ください。

《マイバッグ３つのお買い物マナー》
　マイバックで買い物をするときは、次のことに注
意しましょう。
　①買い物中はマイバッグを折りたたみましょう。
　②商品は備え付けの買い物カゴに入れましょう。
　③マイバッグは会計が済んでから使いましょう。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530


